
小学校配置に関する
深川市民の意見を聴く会

令和６年１１月８日～１１月２１日

深川市教育委員会

資料１
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１．本会の目的
• 現在の小学校配置の基本となる「深川市学校配置基本方針

に基づく小学校に係る対応について」は、平成29年（2017

年）に決定したものであり、その後、少子化に伴う児童数

の減少など状況が変化していることから、市民より将来の

小学校配置について意見を聴くために本会を開催する。

• 市民と直接対話を行うことにより、市民の教育行政への理

解や関心を深めるとともに、市民の意見を市政に生かすこ

とを目的とする。
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２.学校配置の経過概要

•平成２１年 ６月 学校関係者による懇話会を開催

•平成２４年１１月 深川市学校配置基本方針を策定（別添１）

•平成２６年 ４月 ５中学校を２校に統合

•平成２８年 ８月 小学校の配置に関する地域協議会を開催

•平成２９年 １月

「深川市学校配置基本方針に基づく小学校にかかる対応につ

いて」を決定（別添２）し、現在に至る。
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H24.11 深川市学校配置基本方針(抜粋)

• 小学校６校においては、複式学級による学校運営がなされている小学

校もありますが、児童の基本的な生活習慣の習得や学びの姿勢を自覚

するなど生活面を重視し、当面現在の学校配置を維持します。ただし、

平成２８年度以降において、改めて、児童数等の状況、社会情勢の変

化などを踏まえ、保護者等地域との検討を行います。

• 児童生徒にとって望ましい教育環境を提供するためには、「クラス替

えができることの効果」や「適度な切磋琢磨が必要である」などとい

う観点から、小学校、中学校とも１学年２学級から３学級の標準規模

が望ましいと考える。

• 通学時間に配慮した学校配置とする。など
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H29.1 深川市学校配置基本方針に基づく
小学校にかかる対応について（抜粋）

•小学校の学校配置については、当面は平成２４年１１月に決

定した配置案を継続することとし、今後は極端な児童数や学

級数の減少や社会情勢の変化等が見込まれる場合に、配置案

の検討を行うものとする。

•平成３３年度(R3)までの児童数及び学級数の推計については、
平成２４年度の基本方針策定時と大きくは変わらない。

•学校施設の使用状況においても変化がないと想定される。など
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３.将来推計 ※特別支援学級は推計が困難なため普通学級を中心に推計
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※資料２-１、２-２により説明

特別支援学級

（1）← 複式学級の印

この場合は、５-６年生で５人の複式学級

①普通学級 ３学級
1・2年生、3・4年生、5・6
年生が全て複式

②特別支援学級１学級

Ｒ６の学校全体は、
①＋②＝４学級１７人

資料２-２の見方



４.学級編制基準（参考）
①複式学級

他の学年の児童と合わせ１６人までのときは、

これをもって１学級を編制する。

但し、１年生を含むときは８人とする。

②単式学級

同一学年３５人ごとに１学級を編制する。
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５.教職員配置基準（参考）
①普通学級
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学級数
（児童数）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

15人
以下

16人
以上

100人
以下

101人
以上

配置数
（人）

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

学級数
（児童数）

8 9 10 11 12 13 14

配置数
（人） 11 12 13 14 15 17 18



②特別支援学級
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学級数
（児童数）

１ ２ ３ ４ ５

配置数
（人） １ ２ ４ ５ ６

※北海道独自の加配措置あり

•養護教員

４学級以上の小学校 又は

３学級で児童数が１１人以上の小学校 １名

•事務職員

３学級以上で児童数が１５人以上の小学校 １名

③その他の職員
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